
 

 

 

ストーリー 

主人公のゆりか（高畑充希）は子役から女優として活躍し

ているが、驚くほど業界に染まれていない。３０歳を迎

え、同級生たちが次々と結婚し子供を産んでいく中、「私

は何のためにこんなことをやっているのだろう」と自分の

存在の意味を見つけられずにいた。そんな彼女の心を日々

支えているのはマネージャーの大小路（成田凌）。ある日

ゆりかのもとに「２１年前にやったミュージカルの記念公

演のカーテンコールで、テーマ曲を歌ってくれないか？」

という依頼が飛び込んでくる。それは彼女の原点となった

舞台だった。大小路に説得され仕事を引き受けたゆりか。

現場で、当時一緒にトリプルキャストとして主演を務めて

いた真理恵（小池栄子）と杏香（伊藤万理華）と再会す

る。自分の人生を肯定したい３人は、他者を否定すること

でなんとか自分を保っていた。その会話は２１年前も今も

変わらない。                   

過去と現在を行き来しながらゆりかは自分の人生を振り返

り、孤独に押しつぶされそうになる。日々増える無力感の

中、ゆりかは自分の人生の肯定の仕方を考え始め・・・。 

 


